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( 1) 1 
シピル・ミニマムと公共サービス
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1) 全国草新市長会「革新都市っくり綱領JC案〉 シビル・ミユマム策定りために一-， 197{)竿
10月。





















































































8) 宮本憲一「地域開尭はこれでよいか」岩極書庖， 1973年ち 8ヘ ジ。
9) 宮本憲一「都市問題から都市政策へ」岩浪講座「現代都市政問JXI， 都市政需の展望， 1973-
年.19ベータ@
10) 向上。
11) 向上， 20ペー ジ。



















































































， 15) 向上， 34ベー ジ。崎川氏の憲法論については田中重博氏自見解から多〈の示控をうけた。
16) 大石嘉ー 郎「日本地方財符政史序説」御茶の水書房刊， 1961'年。


























17) F. Engels， Hern包 EugenÐüh，明~gs U.町田al，田川gder Wis居間chaft，Dietz Verlag Ber1in， 
1953，村田陽一訳「反デュ リング論J大月書庖，国民文庫版，第Z冊， 196咋.347へ ジ。
























































20) 輯川虎三，前掲書， 40ヘ ジ。




























21) 都市生活環境研究幸弘前掲書、 10ベー ジ以下。























































24) 宮本誌，前掲論文， 21ペー ジにおける住宅政策目例をみよ。



























25) 蝿JI虎三「中央集権に抗して」細野編，前日奇書.， 227→228ペ ジ。


























































































交通遺児奨学金等事業 |幼 児年6，000円11昭和45I 闘においても制度化の検討
2，6UO 小学主 12，000円 L年 度よ閉柏









































日主会福祉施設整備事業 昭和44年度実施 国は本来民間施策に越;{lljfl 施設建設費の単価改正およ






































































































































































ノぜノレ ミュマム2こ公共サナーピス く23) 23 
行政手段は，住民の生存のためり競争を激化させ，住民の選別を促進するよう
なものと，住民の欲望水準の向 hを反映し，住民の民主主義的結合関係の発展
を反映するようなものとの対抗関係のうちにある， ということである。
物的行政手段が， この二ヲの力の対抗関係を表示せざるをえないとすれば，
物的行政手段と結びついて公務という労働に従事している人々の労働内容が，
いちじるしい変化をみせるのは当然であろう却〉。
すでに述べたように，国家権力が，住民の社会の共同事務を住民からとりあ
げ，社会のなかからでて，社会の上にたつ抑圧者とむったとき，元来，社会の
共同事務をになっていた労働は，住民から疎外され，住民を抑圧する労働にか
わった。警察も，土木工事も，教育も，事務ふ清掃も，本来，住民のくらし
を守るはずのものが，住民の権利をうばい公害をばらま雪 i忠活愛国」をお
しえ，徴兵名簿をつくり，住民から高い追加料金をとりた ζ都市宮汚物であふ
れさせることを合法化するための労働にかわっ亡しまった。
しかし，憲法を 4らしに生かすという新しい民主主義的中央集権にむけての
手がかりを獲得し，地方自治体を住民のくらしの組織として再建するうごきが
はじまると，かの疎外された労働を住民の権利を守る労働として主りもどそう
とする粘りづよいうごきがはじまる。官僚的統制と分断された行政組織が，件
民の立場にたって科学的で総合的な公務労働者によってになわれはじめると，
〈らしの組織をになう物的行政手段が住民の高い欲望水準の発展をにないつつ，
全国的レベノレの行政基準の民主主義的変革へと発展してゆ〈ことは，必然的で
あろう。そして，シピノレ・ミニマム論が住民への公共サーピλを拡充Lてゆく
方向は，ここにその方向をみいだすのではないかと恩われるのである冊。
29) 晶恭彦監修，前掲書，第X章，諦 5節参鳳
30) この論稿は，柳ケ瀬孝三氏と共同で研究した際見出した「民力培養型公共投資」の考え方をさ
らに尭展させたものである。ミニの秘L念については，柳ケ瀬幸てモ「京都府における民力培養型公共
投資政策の基本的特徴」経済科学通信I 1973年5月号.34へー ジ以下を参照.なお，地方自治と
中央集権の関係についての毘論的検討は 深井純一「地域経世J林，柴田，高橋，宮本絹「現代
財政学体系j有斐閣， 1973年，第3巻.27へ ジ以下を参照ロ
